
 

埼玉県立文書館 
マスコット 
もんじろう 

彩の国 

埼玉県 

 

2022 年 9 月 17 日（土） 

        ～11 月 20 日（日） 
開館時間 ９時～１７時 

観 覧 料 無 料 

休 館 日 毎週月曜日（但し 11月 14 日〔埼玉県民の日〕は開館し、

翌日休館）・9月 23日（金・祝日）・9月 30日（金、月末休

館日）・10 月 11 日（火）～10 月 20 日（木・特別整理休館

日）・11 月 3 日（木・祝日） 

※新型コロナウイルス感染症の状況により、変更する場合があります。詳細は文書館ホーム

ページで御確認ください。 

交通案内 ＪＲ浦和駅から 西口下車徒歩 15 分 

         または国際興業バス「県庁前」下車 3分 

      ＪＲ中浦和駅から 下車徒歩 18 分 

         または国際興業バス「県庁前」下車 3分 

 

〒330-0063 さいたま市浦和区高砂 4-3-18 

TEL  048-865-0112 

H P  https://monjo.spec.ed.jp/ 

埼玉県立文書館 令和４年度企画展 
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埼玉県の 
マスコット 

コバトン 

県立文書館は、鎌倉時代から戦国時代にかけての中世文書、約 200 点を収蔵しています。

本展ではそれら中世文書から、主に南北朝・室町時代から戦国時代にかけて、東国を拠点と

して勇猛果敢と恐れられた「坂東武者」が、中世という大きな時代のうねりの中を、どのよう

に生き抜いていったのか、そしてどんな歴史を築いていったのかを描き出します。 

 本展では、現物を中心に、展示替えを含む総数で約 90 点もの中世文書を展示します。その

うち県指定有形文化財「安保
あ ぼ

文書
もんじょ

」37 点の全点公開を行います。 

◇ 展示構成 
第 1 章 鎌倉公方と東国社会 

 鎌倉幕府が滅亡後、室町幕府は東国

の統治機構として、足利氏の一族を頂点

（公方）とする鎌倉府
か ま く ら ふ

を置きました。第

1章では、室町時代の関東を支配した鎌

倉・古河公方に関する文書を展示しま

す。 

 

第 2 章 戦国争乱と坂東武者 

 関東では享徳の乱を境に戦国時代へと

突入し、古河公方・山内上杉氏・扇谷上

杉氏・後北条氏などがしのぎを削りまし

た。第 2章では、関東の戦国時代に関す

る文書を展示します。 

 

第 3 章 広がる坂東武者 

 戦国時代、各地で活躍した武将には、

坂東武者をルーツとする武将が多く存在

します。第 3章では、文書館収蔵中世文

書で、直接的に県域には関わらない文書

の中から、特徴的なものを紹介します。 

 

特集展示 安保文書の世界 

 県立文書館が収蔵する県指定有形文化

財「安保文書」37 点を、期間を分けて

全点公開します。 

 

◇ 展示関連事業 
 

【表紙写真資料】 

「神功皇后縁起絵巻」（小室家文書 5706） 

 関東下知状（安保文書１） 

 上杉憲政書状（文書館収集赤堀文書１） 

 足利持氏寄進状（清河寺文書１） 

 北条氏康判物（斎藤(古)家文書１） 

足利持氏御教書（清河寺文書 1） 

北条氏康判物（斎藤(古)家文書 1） 

北条氏印判状（明星院文書 3） 

太田資正制札（明星院文書 7） 

伊達政宗書状（杉浦家文書 26） 

足利尊氏御教書（法華寺文書 2） 

（1）嵐山×文書館 企画展記念講演会 

             「武蔵武士の中世～鎌倉から室町へ～」 

   日時：令和 4 年 10 月 23日（日曜日） 午後 1 時～ 

   基調講演：岡田清一氏（東北福祉大学名誉教授） 

   講演：清水亮氏（埼玉大学准教授） 

       木下竜馬氏（東京大学史料編纂所助教） 

       駒見敬祐氏（県立文書館学芸員） 

   場所：国立女性教育会館 講堂（比企郡嵐山町菅谷 728番地） 

   主催：県立嵐山史跡の博物館 

   共催：県立文書館 

 ※事業の詳細は県立嵐山史跡の博物館へお問い合わせください。 

 

 （2）文書館歴史講座「埼玉の中世文書」 

   日時：令和 4 年 11 月 6 日（日曜日） 

            午後 1 時 30 分 ～ 午後 3 時 30 分 

   講師：県立文書館 展示担当学芸員 

   場所：県立文書館 講座室 

   定員：30 名 

   主催：県立文書館 

 

※申込についての詳細は後日、文書館ホームページ等で御案内します。 


